
名古屋城本丸御殿障壁画復元摸写 に つ いて

The restoration copies of the screen pain姐ngs

in the Central Palace of Nagoya Castle 

秦 誠
HATA Makoto 

’The restoration copy is a kind of technique 白紙 is made to revive the original painted images 

wi也 same materials and same technique used in the past. But 也is work has many difficult 

aspects. 

The restoration copy is 佃 加.po氏個t way to have a profound knowledge about secret 

飴chniques of old m飴旬：rpieces, therefore we must investigate not only the coloring and brush 

strokes on 也e pic加m surface,  but something 白紙 lies behind the surface. It also requires 

scientific and historical resarches . For art restoration we must link toge血er the painting 

旬chniques, scien討fic knowledges and 紅白tic sensibility. It is impossible to realize a perfect 

copy, but we should always 位y to assimilate original images as perfectly as possible. 

It takes about ten years since we have started 血is long-range project of restoration of the 

screen paintings at Nagoya Castle. HぽE I will present one part of our working processes. 

はじめに

愛知芸大 日 本画専攻では大学開設後、 教育参考資料の少な さ か ら 、 それを補 う 目 的で模写制作 を営々

と 行 っ て き た。 当 初、 予算 も 人材 も 場所 も な い 中 で続け て き た こ と が徐 々 に実 を 結 び、 法隆寺金堂壁

画 を は じ め、 高松塚古墳壁画、 釈迦金棺 出現図な ど国宝の現状模写作品が 出来、 人材 も 育 っ て き た。

近年、 文化財の保存や修復 に つ い て の意識の 高 ま り か ら 、 全 国各地の 大学でそ れ を 教育、 研究す る

学科や専攻 を 設置す る と こ ろ が増 え て き た が、 本学で は平成 8 年か ら 日 本画大学院修士課程 に お い て 、

模写 ・ 保存修復 を研究 し 、 よ り 高度な技術 と 知識を持つ人材の育成 に あ た っ て い る 。

国宝の現状模写 に お い て研究 し て き た こ と が貴重な財産 と な っ て教育 の 場 に 反映 さ れて き た。

今回述べ る 名古屋城復元模写研究 も 科学的な研究 と 結びつ き 、 復元模写 と い う 高 度な模写技法の 技

術 と 知識の修得に役立て る も の と 考 え る 。
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名古屋城 と 障壁画

名古屋城は慶長 1 9年 ( 1 595） 徳川 家康が直接縄張 り を行っ て築城さ れた城で、 中 央 に 本丸があ り 、

こ れ を 取 り 囲 む よ う に 深井丸、 西の丸、 二の丸、 三の丸が配置 さ れて い て、 そ の規模は江戸城、 大阪

城 と 並ぶ壮大な威容 を 誇 る 城で あ っ た。

名 古屋城本丸御殿は天守閣 の あ る 本丸 の ほ ぼ中央に位置 し 、 造営時期 に よ り 江戸時代初期 の 元和元

年 (1 6 1 7） に 完 成 を み た 表 書 院 を 主 軸 と す る 対面所、 玄 関 等 の 第 1 期 造 営 の 建 物 群 と 寛 永 1 1 年

( 1 634） 将軍家光上洛 に あ わせ増営 さ れた 上洛殿 を 中 心 と す る 梅の 問、 御湯殿書院等 の 第 2 期造営建

築群 に よ っ て構成 さ れ、 そ の 内部 に は いずれ も 当 時 の狩野派の絵師達 に よ る優れた障壁画 に よ り 彩 ら

れ て い た 。

桃 山時代か ら 近世 に か けて時の権力 者の威光の象徴 と し て 巨大な城が造営 さ れた が、 そ の城 内 に は

権力者が住 ま い、 ま た 、 様 々 な行事 を行 う 空間 を飾 る 障壁画が欠かす こ と の で き な い も の で あ っ て、

そ の 要望 に 応 え た の が狩野派の絵師達で あ っ た。 し か し 、 安土城、 伏見城、 二条城、 大阪城な ど の 域

内 障壁画 は そ の 建物の性質上、 権力者の変遷 と と も にそ の ほ と ん ど の も の が失われ る こ と に な る 。

戦前、 名 古屋城本丸御殿は、 京都二条城の二 の丸御殿 と並び江戸初期 の 武家風書院造の双壁 と い わ

れ、 昭和 5 年 に 天守閣、 本丸御殿な ど の 施設が、 昭和 1 7年 に は本丸御殿障壁画345面が国宝の指定 を

受 け、 一般 に公開 さ れて い た が、 昭和 20年 5 月 戦災 に よ り 焼失 し て し ま っ た。

本丸御殿の 各部屋の床 の 間や壁、 襖な ど に は、 狩野派の絵師 に よ っ て描かれた障壁画 に よ り き ら び

や か に 飾 ら れて い た が、 取 り 外す こ と が困難であ っ た壁貼 り 付け絵は建物 と と も に 失われて し ま っ た。

し か し 幸 い に も 移動可能な襖類、 杉戸、 天井板絵は倉庫 に 移 さ れ て い て焼失を 免れ、 そ の後、 国 の 重

要文化財 に指定 さ れた。 幾多の災 い を 乗 り 越え、 現存す る ま と ま っ た か た ち の 城 内 障壁画は、 京都二

条城二の丸御殿 と 名 古屋城本丸御殿 に遣 さ れ る の み と な っ た。

本丸御殿障壁画 に つ い て

名 古屋城本丸御殿は、 前述 し た よ う に第 l 期造営 と 第 2 期造営 に わ けで造営 さ れ た が、 第 1 期造営

の玄関、 表書院、 対面所等の 各部屋はいわば表向き の建物で、 第 2 期 に造営 さ れた上洛殿、 上御膳所、

黒木書院、 御湯殿書院は将軍の居室で あ り 、 奥 向 き の 建物 と し て使用 さ れた。

当 然、 使用 目 的 と 建設時の違 い に よ り そ の 内部の障壁画 の 図様 と 様式に相違が あ る 上、 又、 経年変

化 に よ る 剥落や変 色 を 加筆修正 し た部分 も認め ら れ る 。

第 1 期造営 関係障壁画

表 向 き と し て の機能 を 持 ち 、 所謂金碧障壁画 に よ っ て飾 ら れた 各部屋は武家御殿の 部外者への威信

表明が演 出 さ れて い る 。 作者は宗家の嫡流で あ っ た狩野貞信 を 中 心 と し た狩野派一円。

玄 関 （一之問、 ニ之問、 大廊下）

虎 の 間 と も 呼ばれ、 二部屋 の襖、 壁、 障子の腰 に は金箔地に虎 と 豹が描かれて い る 。 な か で も 一之

聞 の 襖 の 「竹林豹虎図」 や腰貼付絵 「三方正面眠 り 虎J は 良 く 知 ら れて い る 。

二之聞 の 豹虎 に つ い て は 明 ら か に 一之聞の描写 と 異な る ため、 作者の違 い に よ る 説や、 後年 の 補筆

に よ る も の と の 説 も あ り 、 解決 に 至 っ て い な い。
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名 古屋減本丸御殿障壁画復元模写 に つ い て

表書院 （上段之問、 一之問、 二之問、 三之問、 納戸之聞）

武家 の正殿 と し て使用 さ れ る た め 最 も 格式を重ん じ た建物で、 各部屋 は花木図や花鳥画で飾 ら れ、

玄関 と 同 じ く 金箔画面 に濃彩が施 さ れた障壁画で あ る が、 狩野派が隆盛 を 極 め た桃山 的様式か ら 江戸

的様式へ移行す る 過渡的段 階 を 示 し て い る 。

上段之聞は、 松竹梅 を 題材 と し 、 一之聞 は桜花維子図 を 主 と し て 二部屋 と も 春 を 表現 し て い る 。 そ

れ に 対 し て一之聞 に続 く 二之間では紅葉の楓や雪 の表現 に よ り 秋、 冬 の 景色 と な り 、 隣 り 合 う 部屋 を

仕切 る 襖 を 開 け放つ こ と に よ っ て、 季節の推移 を感 じ さ せ る 空間 と な っ て い る 。

対面所 （上段之 問、 次之問、 納戸一之問、 納戸二之聞）

内 々 の謁見の場 と し て使用 さ れた所で、 玄関、 表書院お け る 図様や表現様式 と 異な り 、 年 中 行事や

庶民の 生活が金泥淡彩 の 手法 に よ り 、 生 々 と 描かれて い る 。

第 2 期造営 関係障壁画

将軍家光が上洛 の 際 の御座所 と し て建て ら れた た め、 各部屋の建具は飾 り 金具や彫刻欄 間で華麗 に

彩 ら れ、 格天井 に は摺箔 に よ り 縁取 ら れた墨画淡彩の絵がはめ込 ま れて い た。 部屋の棟、 障子は狩野

探幽 を 中 心 と し た絵師 に よ っ て描かれ、 墨画淡彩 に金 の砂子や哉金を撒 く こ と に よ っ て 空 間 を 表現す

る 画面効果は、 狩野派 に よ る 新 し い 水墨障壁画の展開 と さ れ る 。 狩野探幽は慶長 7 年 ( 1 602年） に 生

ま れ、 2002年、 生誕400年 を 記念 し た 「狩野探幽展J が東京都美術館 に て 開催 さ れ、 改 め て探幽 を 再

評価 し よ う と の機運が高 ま っ て い る 。 こ の 名古屋城上洛殿 に お い て探幽は、 それ ま で の狩野派の様式

か ら 新た に探幽様式 と 後 に 呼 ばれ る 独 自 の画風を示す こ と に な る が、 上洛殿 を 主 と す る 建物群 の 障壁

画は、 今回の復元模写研究 に お い て天井板絵以外、 ま だ手 を つ け て い な い部分であ り 、 概略に と ど め

る 。

天井板絵

江戸時代の建築は、 欄 聞 の 多様な透か し 彫 り と 襖や杉戸や壁 に描かれた障壁画 と の装飾美 に よ っ て

そ の 美 し さ を 誇 る も の が多 い。 そ の 上 に 、 書院な ど に 多 く 見 ら れ る 格天井の格聞 の それぞれ に絵や文

様 を 描 き 、 絢燭豪華な装飾 を も っ てその権力者の威光 を 示す こ と が行われた。 そ の 好例 と し て、 二条

城や西本願寺な ど の格天井が あ げ ら れ る 。

名 古屋城 に お い て も 、 上洛殿上段之問、 一之問、 二之問、 御湯殿書院上段之 間 に 合わ せ て 計331 面

の 天 井板絵 と 他 に 、 上洛殿入側 に 桐花、 菊花の文様27 1 面、 三之 聞 の 七宝唐草文 の 80面、 菊之廊下の

花文 1 8面があ っ た。

上洛殿、 御湯殿書院の画題は、 山水、 花鳥、 果実な ど多種 に わ た り 、 い ずれ も 紙本貼付で あ る が、

山水は墨画が主で あ り 、 そ の 他の題材 も 比較的淡彩で仕上 げ ら れ、 部屋全体の調和が考慮 さ れて い る 。

ま た 、 そ の 板絵 と 文様 に は、 摺箔技法 に よ る 金箔 の 型押 し が施 さ れ、 よ り 一 層 華麗 に 上洛殿 を 飾 っ て

い た 。

上洛殿の天井板絵の作者は、 そ の 障壁画 と 同 じ く 狩野探幽 を 中 心 と し た絵師達 と 考 え ら れて い る が、

制作時か ら 約400年 を経て、 そ の 傷みが激 し く 、 な か に は虫食 い に よ っ て も と の絵 の 大部分が失われ

た も の も あ る 。
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名 古屋城天守閣 、 小天主

手前 本丸御殿

復元模写の経緯

本丸御殿平面図
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昭和20年 5 月 戦災 に よ り 焼失 し た 名 古屋城は、 昭和34年 名 古屋 市 民 の 熱意 に よ り 天 守 閣 は鉄筋 の 建

造物 と し て再建 さ れ た が、 本丸御殿は市民の 希望があ り なが ら 再建が遅れ、 貴重な障壁画 はそ の 本来

の 役 目 を 果た さ な い か た ち で、 城 内 に 収蔵 さ れ る こ と と な っ た。

平成 4 年 名 古屋 市 よ り 、 本丸御殿 内 の 障壁画を復元す る 研究の依頼が愛知県立芸術大 学 日 本画専攻

に あ り 、 故林功先 生 を 中 心 と す る 調査模写が開始 さ れた。

平成 5 年愛知県立芸術大学 日 本画保存模写研究会 を 発足、 日 本画研究室 に 事務局 を 置 き 、 続 け て 2

年 の 調査模写 を 行 う こ と に な っ た。

こ の 平成 5 年か ら 、 私 も 含 め た愛知芸大 の 日 本画卒業生が参加 し 、 林先生 の指導の下、 障壁画が描

かれた 当 初 の 姿 を 同 素材、 同技法 に よ っ て現代に蘇 ら せ る と い う 復元模写 に 挑む こ と に な る が、 こ の

時 の 調査模写は焼失面の復元で あ っ た こ と と 、 復元模写 と い う 方法 に 対す る 難 し さ も あ り 、 困難 を 伴

う も の に な っ た。

当 時、 本丸御殿障壁画復元模写 の 方針 と し て以下の 事 を 決 め 、 よ り 高度な模写を め ざ し た。

1 現存障壁画 の 調査、 科学的分析 を 行 い 、 使用 材料の特定 を 行 う

2 同時代の 類似作品の調査、 研究 を 行 う

3 素 材 開 発 を 行 う

4 古典文献 に よ る 当 時の 素材や技法の研究 を 行 う

5 CG に よ る 色彩 の 研究 を 行 い 、 統一 を 図 る

6 狩野派障壁画 の研究者 に よ る 監修 を 行 う

こ の方針 を も と に 日 本画保存模写研究会では名 古屋城本丸御殿の再建 を 念頭 に お き 、 ま ずは狩野派
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名 古屋媛本丸御殿障壁画復元摸写 に つ い て

の使用 し た絵具や描画の工程の 調査研究 を 進め、 1 年 目 に は戦災 に よ り 焼失 し 、 白 黒の ガ ラ ス 乾板 の

資料 し か な い 壁貼 り 付 け 絵 を CG も 参考 に復元模写、 2 年 目 は他 の 障壁画 と 異 な る 基底材 に 描 か れ た

杉戸絵 と い う 2 種類の復元調査模写 を 行 っ た。

平成 4 年 も 含 め た 3 年 間 の 調査模写 に お け る 成果 に よ り 、 研究依頼主で あ る 名 古屋市は、 名 古屋城

築城400年 に あ た る 平成22年 （20 1 0） を 目 標 に 本丸御殿の復元建築 を 計画、 御 殿 内 部 の 障壁画 も 合わ

せて復元す る こ と を 想定 し 、 長期 に わ た る 復元計画案作成の依頼が 日 本画保存模写研究会 に あ り 、 協

議の結果現在、 名 古屋城 に現存す る 障壁画 1 047面 の 内784面 と 焼失面 を 92面、 合 計876面 を 復元模写す

る 計画 と な っ た。

愛知芸大大学院 日 本画専攻で は、 模写保存修復 の研究室 を 設置 し 、 よ り 高度な知識 と 技術 を も っ 人

材 を 育成す る こ と に よ っ て、 こ の 計画 を含 め た模写研究の充実 を 図 る こ と と し た。

こ の 計画の 半 ば平成 1 2年 1 1 月 4 日 に 日 本画保存模写研究会の指導者で復元模写 の 中 心的役割で あ っ

た林功先生が不慮の 事故で亡 く な ら れた た め 、 急速、 松島瑞厳寺、 平成 4 年 の f竹林豹虎図」 を 林先

生 と 共 に復元模写 さ れた経験が あ る 加藤純子氏 に助言、 指導 を お 願 い し て現在 に 至 っ て い る 。

復元調査模写

平成 4 年 「竹林豹虎図玄関襖絵」 表書院玄関検絵 4 面 制作者 林功、 加藤純子、 伊藤篤夫

平成 5 年 「濠布竹虎図」 上洛殿杉戸絵 4 面

平成 6 年 「花車図」 「花桶図」 玄関焼失面 4 面

名古屋城本丸御殿 復元模写長期計画

平 成 7 8 9 

場 所 表書院 表書院 表書院

襖 絵 6 8 8 

障 子 絵

天 袋 絵 4 

杉 戸 絵

壁貼付絵

天井板絵 1 0  1 5 20 

合 計 1 6面 23面 32面

平 成 1 5 1 6 1 7 

場 所 対面所 対面所 上洛殿

襖 絵 4 8 8 

障 子 絵

天 袋 絵 4 

杉 戸 絵

壁貼付絵 1 9 1 3 

天井板絵 50 55  60 

合 計 73面 68面 7 1 面

1 0  

表書院

5 

7 

4 

25 

4 1 面

1 8 

上洛殿

8 

4 

4 

65 

8 1 面

制作者 日 本画保存模写研究会

制作者 日 本画保存模写研究会

1 1  1 2 1 3 

表書院 玄関 玄関
1 4 

7 

4 

1 2 3 1 3  

30 35  40 

50面 46面 53面

1 9 20 2 1 

上洛殿 上洛殿 上洛殿

8 9 5 

7 1 7 

70 74 56  

85面 84面 68薗

内訳 （襖絵92面， 障子絵 1 4面， 杉戸絵 4 面， 天袋絵 1 6面， 天井板絵650面， 壁貼付絵88面） 計864面

平成 4 年～ 6 年調査模写 の 1 2面 を加え、 総計876面
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平成1 3年までの復元模写の内容は以下の と お り
年度 作 晶 名 形 状 備 考

4 竹林豹虎図 4 面 襖

5 湯布竹虎図 4 面 壁貼付 焼失面

6 花車 ・ 花桶図 4 面 杉戸

7 
松楓禽鳥図 4 面／槙楓椿図 2 面 襖

天井板絵 5 面／七宝唐草文 5 面 板絵

8 
爵香猫図 4 商／癖香猫図 4 面 襖

天井板絵 8 面／七宝唐草文 7 面 板絵

竹林豹虎図 4 面／槙楓椿図 2 面／桜花雑子図 4 商 襖 ・ 障子

9 朝顔 ・ 菊 ・ 牡丹 ・ 百合図 4 面 天袋

天井板絵 1 0面／七宝唐草文 1 0函 板絵

桜花綾子図 2 薗／癖香猫図 2 函 障子

1 0  竹林豹虎図 7 薗／梅松禽鳥図 4 面 壁貼付 焼失面

天井板絵 1 3面／七宝唐草文 1 2面 板絵

1 1  
花井図 7 面／豹 ・ 親子虎 ・ 渓流図 3 面 壁貼付 焼失面

松竹禽烏 図 4 面 襖

1 2  
桜花維子図 8 面／癖香猫図 2 面 襖 ・ 障子

天井板絵 1 0面／七宝唐草文 7 面 板絵

風俗 図 2 面／癖香猫図 5 面 襖 ・ 障子

1 3 
葡萄 ・ 水仙 ・ 杜若 ・ 芙蓉図 4 面 天袋

水辺に梅図 7 面／梅禽鳥図 壁貼付 焼失面

天井板絵 1 8面／七宝唐草文 1 4面 板絵

壁貼付絵36面、 襖絵類42面、 障子腰貼絵 1 4面、 天袋絵 8 面、 天井板絵 1 34面 計234面

平成 4 年か ら 平成 1 3年 ま で復元模写の対象は天井板絵 を 除 き 、 玄関、 表書院の 障壁画群で、 それは金碧障壁

画 よ ばれ る 金箔画面 に 濃彩が施さ れた桃山様式の障壁画であ っ た。 平成 1 3年度で玄関、 表書院の復元模写 1 00面

が完了 し 、 平成 1 4年か ら 、 対面所の復元模写 を 行 っ て い る 。 こ の対面所 の 障壁画は前述 し た よ う に玄関、 表書

院の 金碧障壁画 と 図様や表現様式が異な り 、 金泥 引 き の画面 に 比較的淡彩で、 当 時 の 風俗や行事が細 密 に捕か

れた も の で、 こ れ を復元す る た め に は、 狩野派の 人物や建物等 の 景物表現 の技法追求は無論 の こ と 、 画 面 に 描

か れ た 人 物 の 衣装や柄、 ま た そ の 着 こ な し 方 ま で、 江戸初期 の 当 時 の風俗の研究が必要であ り 、 こ れ ま で埼 っ

て き た技法や知識 に加え、 又、 新たな課題 に 現在取組んで い る 。

復元模写の方法

障壁画 を復元す る 過程は、 現存画面か焼失画面か で異な っ て く る 。 ま た、 天井板絵で は特殊な技法

も 用 い て い る の で、 そ の違 い を 下 に 示 し 、 焼失面 と 天井板絵 の復元工程 を 説明 し た い。

現存画面の復元模写制作工程 焼失面の復冗模写制作工程 天井板絵の復元模写制作工程
1 第 1 田原本調査 1 図面か ら 原本の寸法を決定 1 第 1 田原本調査

2 原寸写真作成 2 原寸 白 黒写真作成 2 原寸写真作成

3 上 げ写 し に よ り 大下図作成 3 上げ写 し 3 上 げ写 し

4 第 2 回原本調査 4 CG に よ る 色彩の検討 4 第 2 回原本調査

5 *'l落部分復π 5 *'l落部分復冗大下図作成 5 *'l落部分復元

6 線描 き 6 線描き 6 線描き

7 金箔押 し 7 金箔押 し 7 第 3 回原本調査

8 第 3 回原本調査 8 彩色 （下塗 り 、 中塗 り ） 8 彩色
9 彩色 9 仕上 げ 9 摺箔、 畿金
1 0 第 4 回原本調査 1 0 第 4 田原本調査
1 1 仕上 げ 1 1 仕上げ
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現存画面の復元模写

現存画面の復元 に 関 し て は、 そ の状態に よ っ て 異な る も の の 、 実 際 に 本物が存在す る の で それ を よ

く 観察、 研究する こ と が 先ず、 第ーで あ る 。

名 古屋城の障壁画は、 約400 年 の 歴史 の 中 で何度 も 表具修理が さ れ て き た。 そ の 際 に 補筆修理 も あ

わせて行われた が正確な記録は残 っ て い な い。 こ の後年補筆 さ れた こ と を後補 と 言 う が、 こ れは 出 来

る だけ オ リ ジナル に 近 い姿 に 戻す復元 を し な けれ ばな ら な い。

後補部分 に は狩野派研究者が推定 し て い る 部分 も あ る が、 画家の 目 か ら 細 密 に みて い く と も う 少 し

具体的 に 明 ら か に な っ て く る と 考 え る。 又、 画面の部分的な破れや傷ん だ と こ ろ を 間違 っ て表具 し た

部分 に も 注意が必要で あ る 。

焼失面の復元模写

原本が失われて い る の で、 正確な画面寸法は図 面 と 金箔寸法 を 基 に 割 り 出 し 、 残 さ れ た ガ ラ ス 乾板

か ら の 白 黒写 真 を 原 寸 に 引 き 伸 ばす。 ま た、 当 時の写真は建具や壁 に 貼 り 付 け ら れ た状態で撮影 し て

い る た め 、 斜め方向か ら 写 さ れた も の も 多 く あ り 、 コ ン ビ ュ ー タ ー で補正 し な けれ ばな ら な い。

色彩の復元は、 同種類の現存す る 作 品 を 参考 に 部分的に復元試作 し た も の と 、 写 真 も と に C G を 活

用 し て 色 味 の 検 討 を 行 っ た う え で決定す る 。 C G は 日 立製作所試作 開 発セ ン タ ー の D I S (Digital 

Image System） 技 術 を 使 っ た 協 同研究 と な る 。 こ の D I S 技術 と は、 所謂 コ ン ビ ュ ー タ ー ・ グ ラ フ ィ

ク ス に お け る 色 を 塗 る 作業 と は異な り 、 X 線、 赤外線写真の デ ジ タ ル情報 と 現状 の 写 真 デ ジ タ ル情報、

文化財の研究結果 と の融合か ら 生 ま れ る デ ジ タ ル修復技術 に よ っ て、 ffjlj 作 当 時 の 色 合 い を 科学的 に 再

生す る 技術 で あ る が、 今 回 は焼失面 で あ る た め 情報量が少な く 、 復元試作 を 基 本 に し 、 日 本画顔料の

デー タ ー を 使 っ て C G 化 し た。

平 成 1 2 年 度 に 行 っ た復元模写は、 表書院一之聞 の襖絵 と 壁貼付絵で、 現 存 画 面 と 焼失 画 面 の 両方が

連続 し た 図様で描かれて い た の で こ れ を好例 と し て取 り 上 げ、 そ の 制作過程 を 説 明 し た い。

表書院一之間 「桜花雄子図J

桜花雄子図 現存画面 1 95. 7 × 1 38. Ocm 4 面 （北側） 焼失函 約21 5 × 99cm 1 菌
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桜花雄子図 現存画面 1 95. 4 × 1 62. 7cm 4 面 （東側）

こ の 障壁画は本丸御殿表書院一 之 聞 を 飾 っ た も ので、 焼失面は角の壁部分に貼 り 付 け ら れて い た。

焼失面の桜の樹 と 枝は、 隣 り 合 う 北側襖 と 東側襖の 画 面 に 紫が り 、 襖 4 面での画面構成は も ち ろ ん、

部屋全体 と し て の 図様が考え ら れ て い る 。 西側 と 南側は廊下 に 面 し て い る た め襖ではな く 、 上 半 分 が

障 子 に な っ て い て、 そ の下 の腰張 り 部分 に絵が播かれて い る 。 東側襖の水の流れは南側腰張 り 絵 に も

繋が り 、 又、 北側襖の桜の枝が西側腰張 り 絵 に垂れ下がる と い う 見事な構成 に な っ て い る 。

復元 に あ た り 、 襖 ご と に 分担 し て の 作業 に な る ため、 全体的な統一感 を意識する必要があ る 。 ま た 、

模写． の 制作 に 入 る 前 に、 現存画面 に お け る 素材 に つ いて下記の調査 を 行 っ て い る 。

料紙調査

平成 7 年 ま で の 調査模写時 に、 基底材で あ る 紙 に つ い て 素材特定が行われた。 修 理 の 際 に で た 紙 の

破片 を 高 知県立紙業研究所 に お い て分析 し た結果、 本紙は雁皮紙、 裏打ち 紙は格紙 と 判 明 し た。 そ の

分析結果 を 基 に 、 原本 に使用 さ れた料紙に 近 い 質 の も の を特別 に 漉 い て も ら い、 復元模写 に 用 い た 。

顔料調査

本丸御殿 に使用 さ れた顔料は、 鉱物性顔料 と 有機顔料で あ る が、 そ の ど ち ら も 変 退色 し て し ま っ て

い る 。 し か し 、 鉱物性 の も の は変色が比較的、 表面部分 の み に と ど ま っ て い る の で、 表IJ 落部分を顕微

鏡で観察す る こ と に よ り 、 そ の 色 を特定す る 。 一方、 有機顔料は退色 し や す い た め 、 当 初 の 色 を 特定

す る の は 難 し いが、 こ れ も 顕微鏡でよ く 観察する こ と で、 僅か に 残 っ て い る 部分 や 同 時 代 の 状態 の 良

い も の を 参考 に 判 断す る こ と が 出 来 る 。

顕微鏡観察で も 特定で き な い 場合は、 狩野派の技法書 「本朝画史」 な ど を 参考 に す る こ と に し た が、

そ れ は あ く ま で推定で あ る た め 、 科学的な分析が望 まれて い た。

漸 く 、 平 成 1 2年東京文化財研究所が開発 し た、 持 ち 運びが 出 来 る 蛍光 X 線分析器 に よ っ て、 不 明 部

分 の 素材調査 を 行 う こ と が 出来 た が、 現段階での非破壊 に よ る 調査 に は、 あ る 程度 の 限 界 が あ る と 考

え ら れ る 。

金属箔調査

名 古屋城障壁闘に使用 さ れて い る 箔 は、 金箔以外 にそ の変色の程度か ら 数種類考え ら れ る た め 、 現

在作 ら れ て い る 青金箔、 71< 金 箔 を 試料 と し て成分分析結果 を比較 し た 。 そ の結果、 多少の 成分誤差は

あ る も の の、 現在の も の に 近 い こ と が解明 さ れた。 ま た 、 金箔 に 関 し て は 当 時使用 さ れた も の の 厚 さ
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名 古 屋城本丸御殿障壁画復元撲写 に つ い て

に 近 い 市販 の 金 箔 を使用 す る こ と に し た。

表書院一之間 「桜花雄子園」 焼失面の復元模写工程

1 図面か ら 原本 の 寸法 を 決定

本丸御殿 図 面集 に は画 面 の 実 寸 の 記入がな く 、 正確な焼失画面 の 寸 法 を 割 り 出す こ と が出来な い

ので誤差 を 含 め た一時的な 寸 法 を 決 め る 。

2 原 寸 大 白 黒写真作成

当 時狩野派が使用 し た 金 箔 の大 き さ が分か つ て い る ので、 図 面か ら 割 り 出 し た 寸 法 と 照 ら し 合わ

せ原寸大 に 引 き 伸 ば し た写 真 を 作 る 。 ま た 、 そ の写真か ら 料紙の継 ぎ 目 寸 法 を 測 り 、 原画 と 同 じ 紙

継 ぎの 本紙作製 を 表 具 師 に 依頼す る 。

3 上 げ写 し

原寸大写真 の 上 に ダイ ヤマ ッ ト （伸び縮み の な い ト レー ス フ ィ ルム ） を 置 き 、 墨で線描 き を す る 。

4 CGに よ る 色彩 の 検 討

原本が焼失 し て い る の で現存画面、 特 に 隣 り 合 う 画 面 を 参考 にCG を 使 っ て 色 味 の 検討 を行 う 。

こ の作業は横浜の 目 立試作開発セ ン タ ー の協 力 で、 前 も っ て 日 本画顔料 の そ れ ぞれ の色 味 を デ ー

タ 一 入 力 し て お き 、 顔料で花や樹な ど部分的 に復元試作 し た も の を 画 面 に取 り 込み、 画 面 上 で色味

を変化 さ せな が ら 検 討 を 行 い 、 そ の 中 で最良 と 思われ る も の を原 寸大 に カ ラ ー プ リ ン ト し た。

5 黍lj落部分復元大下図作成

上 げ写 し の 工程で不明 で あ っ た部分を他の画面 と CGを参考に復元、 線描 き を完成 さ せ る 。

6 線描き

念 紙 を 使 っ て 大 下 図 を 本 紙 に 写 し 、 墨で線描 き を す る 。

原画の下半分は、 絵 の 具 を 盛 り 上 げた 上 に 金 箔 を押す こ と で柴垣

の 立体感 を 表現 し て い る の で、 同 じ 技法で行 う 。 盛 り 上 げに使用す

る 絵具 は精製度 の 高 い も の よ り 、 不純物が多 く 含 ま れ る も の がひび

割れ し に く い の で、 花 胡粉 8 に丹 を 2 の割合で混ぜた も の を使っ た。

（写真 1 ) 

7 金箔押 し

障壁画が描かれた 当 時 に 使用 さ れた金箔は、 そ の製造技術の未熟

さ か ら 一枚 の き れ い な形 の も の は少な く 、 継 ぎ足 し た も のが殆 どで

あ っ た為そ の部分が二重に重な り 、 それが箔足 と な っ て現れて い る 。

ま ずそ の 箔足部分 を それ ぞれ の 幅 に 合わせて細 く 切 っ た 箔 を 押 し 、

そ の 上 か ら 完全 な l 枚の 金 箔 を 貼 る こ と で原本 と 同 じ 箔 足 を表現 し

た。 （写真 2 、 3 )

金 箔 の 接 着 に は フ ノ リ 2 g を l OOcc の 水 に 溶か し 、 修 1 2g を l OOcc の

水で溶か し た も の を混ぜて使用 し た。
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8 彩色 （下塗 り 、 中 塗 り ）

桜 は八重桜 と 一重桜の二種類が描かれて い る 。

八重桜 の 花 び ら は、 花胡粉 8 対雲母 2 の割合でそれぞれ別 に 溶 い

た も の を 混ぜ合わせて盛 り 上 げ る 。 花 び ら の 先 を 厚 く 、 付け 根 を 薄

く し 、 立体感 を 出す。 （写真 4 )

葉 は 白 緑 と 緑青 1 4番で下塗 り 、 葉 先 を 薄 く 塗 る 。 こ の後、 緑 青 l 1 

+ 1 2番 で 中 塗 り 、 最 後 に 7,8番で ぼか し な が ら 仕上 げ る 。 葉 脈 を 金

泥 で 描 き 、 完成。

花は特号胡粉 を 全体 に か け、 仕 上 げ塗 り を す る 。 立体感 を 出すた

め に 、 昔 と 花 び ら の 先 に 淡 い1m＼＼脂 の ぼか し を 入れた後、 金泥で し べ

を 描 き 、 仕 上 げ る 。 （写真 5 )

一重桜は薄 い ピ ン ク なので、 下塗 り には胡粉と雲母に肺脂 を 加 え る 。

仕上 げは特号胡粉 に微量の脱脂 を 混ぜた絵の具で、 花の重な り を考

慮 し な が ら 、 奥行 き を感 じ る よ う に強弱をつ けて表現す る 。 （写真 6 )

緑 青 に 丹 を 混ぜ、 業の下塗 り 。 葉先は丹 を 多 く 、 葉 の 根元 に は緑

青 を 強 く し 、 緑青 1 2番 で ぼか し た後、 草汁 （藍 ＋ 藤黄） で も ぼか し

を いれ、 最後 に金泥で葉脈を描き完成。

若葉は丹 に 胡 粉 を 少量加 えて描 く 。

花の仕上 げ に 軸 と 尊 を 描 き いれ、 し べ を金泥描 き す る 。

最後 に全体の強弱 を 整 え て完成。 （写真 7 )

桜 の 幹 の表現は、 た ら し 込み の技法が用 い ら れて い る 。 こ の 手法

は 当 時 の狩野派の も の で はな く 、 後補 と し て検討 し なおす必要があ

る と の 説があ り 、 それ を念頭 に 置 き 、 現存画面の熟覧 を重ね、 仔細

に調べたが後補の痕跡は ま っ た く 無 く 、 模写研究会 と し ては桜の幹

の表現は全 く の オ リ ジナルで あ る と の結論 に達 し た。 （写真 8 )

墨、 胡粉、 白緑、 黄土の濃淡 と 色味で幹 と伎の明度差を意識 し な

が ら 変化 を つ け、 動 き 力 感 を表現す る 。

白 っ ぽい部分は苔の表現で あ る が、 こ の部分がそれ ま で の 狩野派

の常用 し た描 き 方 と 異な り 、 た ら し込み技法で捕かれた部分であ る 。

（写真 7 )
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（写真 3 )

（写真 4 )

（写真 5 )

（写真 6 )

（写真 8 )



（写真 l 0） は平成l l 年 に 行 っ た 「松竹禽鳥図」

の 松 の 幹 に描かれた 苔 の 表現で、 こ の様式化 し た

表現は樹以外 に 岩 に も み ら れ る 。

（写真 9 ） は 今 回 の 桜 の 苔の 部分で あ る 。

「桜花雑子園」 に は岩 も 描か れ て い て 、 そ の 苔

の表現は （写真 1 0） と 同 じ で あ る 。

9 仕 上 げ

画 面下部分 の 地 面 に は春の野草の桜草や タ ン ポ

名 古屋城本丸御殿障壁画復元摸写 に つ い て

（写真 9 ) （写真 1 0)

ポ、 土筆な ど が描かれて い た 。 原 寸 の 白 黒写真では、 そ の 形 の 判 断が困難な部分 も あ っ た が、 隣 り

合 う 現 存 画 面 を 参考 に 復元 し た。

1 0  完成

最後 に 隣 り 合 う 画 面 を並べ、 調整す る 。

使用顔料 天然緑青 9 - 1 4番、 白 緑、 粕 白 緑、 黄土、 丹、 花胡粉、 特号胡粉、 llit(\)j旨、 藍、 藤黄、

雲母、 墨、 金泥、 金 箔

焼失前写真

天井板絵 「鴛鴛図」 現存画面の復元摸写工程

1 第 1 回原本調査

基底材、 顔料特定 （写真 l I ,  1 2) 

c G 修復画面

天井板絵摺箔部分の下地色の変退色が著 し い た

め 東京化財研究 所 に 協 力 を 依頼 し 、 名古屋域 内 に

お い て顔料及び、 裁 金 の 調 査 を 行 っ た。

非破壊 X 線 回析分析法 に よ り Pb 3 0 4 （四三酸

化鉛） が検 出 さ れ た 。 Pb 3 0 4 は鉛丹で、 黒化 し
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（写真1 1 ) （写真1 2)
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た部分は鉛丹が亜硫酸 ガ ス か硫酸ガス の影響を受け、 変 質 し て

PbS0 4 が生 成 し た も の と 考 え ら れ る 。 ま た、 裁 金 の 変 色 し た

部分の成分分析では、 現在の 青 金 箔 に 近 い 数値がでた。

2 原寸大写真作成

原本の鴛煮 の 胸部分は、 虫 食 い に よ っ て 欠 損 し て い る 。 （写

真 1 3)

3 大下図作成

大下図 を 作 り 、 試作 を す る 。 （写真 1 4)

第 l 田原本調査 に お い て観察 し た結果、 鳥 の着色部分の顔料

は朱墨で あ る こ と が判 明 し た の で、 朱墨の 濃 さ を試作によ っ て

決定す る 。 朱墨 （鎌倉朱 ＋ 墨）

4 第 2 回原本調査

5 欠損部分復元

同 時代 に 狩野派が描 いた鴛煮 を 参考 に 、 欠損部分の試作を何

枚か試作す る 。 （写真 1 5)

墨 は 脊 墨 を 使 用 、 墨 の濃淡や朱墨 の色合 い を試作 に よ っ て確

か め る 。

6 線描 き

7 第 3 田原本調査

8 彩色

9 摺箔、 裁金

絵の周 り は、 X 線 分析 に よ っ て

鉛 丹 と 判 明 し た の で、 こ れ を 2 度

塗 り す る 。 （写真 1 6)

そ の 上 に 金箔の型押 し に よ る 摺

箔 を行 う 。 （写真 1 7)

（写真 1 6)

（写真1 3)

（写真14)

（写真 1 5)

（写真 1 7 )

こ の摺箔は、 伊勢型紙の技法 を 取 り 入れ、 型紙製作 の 職 人 の 方 に 指導 を お 願 い し て作 っ た 型 紙 を 、

模様が連続す る よ う に 置 き 、 そ の 上か ら 生数糊 を ヘ ラ で均 一 に 塗 る 。 型紙 を 取 っ た 後、 糊が乾か な い

う ち に 金箔 を 押 し 、 乾燥後、 余分な部分 を取 り 除 く と 金箔模様が出来 る 。

裁金は、 箔 を 細か く 切 っ た も の で、 現存画面 を仔細 に 観察 し た結果、 よ り 簡便な砂子筒 を 使 っ て 箔

を細か く す る 方法でな く 、 細 か い も の も 全て裁金 し た箔が用 い ら れて い た。 原本の裁金 の 大 き さ を測

り 、 同 じ 大 き さ で 1 ミ リ 角 、 3 ミ リ 角 、 5 ミ リ 角 の 3 種類 を用 意 し 、 絵 の完成後、 ド ーサ を 引 き 、 砂

子筒 を 使 っ て原本 と 同様 に 裁 金 を 撒 い た後、 緑青で縁取 り を し て完成 と な る 。
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使用絵具 塁、 鎌倉朱、 藍、 胡粉、 鉛丹、 金箔、 青金箔

金箔押 し 摺箔部分

裁金 砂子撒き

「鴛鴛図」 原本

「鴛鴛図」 復元模写 62. 7 × 68. Dem 

復元模写の意義

古来、 絵画の勉強 の た め の ひ と つ の方 法 と し て 「模写j と い う 方法が と ら れて き た。 特 に 日 本画 で

は、 古典 の 名 品 か ら 感動や技術 を学ぶ こ と を 目 的 と し て、 多 く の美術系大学で実技の授業 に 取 り 入れ

ら れ て い る 。

こ の 「模写J と い う も の を 突 き 詰 め て い く と 、 絵の表面に現れ た も の を写すだけ で はな く 、 さ ら に

そ の 奥 に あ る も の 、 目 に 映 る 色や 形 の そ の 成 り 立 ち に ま で追求せ ざ る を 得な く な っ て く る 。 そ れ に は
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知識 と 経験が必要で あ る こ と は勿論、 あわせて総合的な科学調査 を 欠かす こ と がで き な い。

「模写」 と は、 単な る 複製 を 作 る 行為ではな く 、 名 品 が も っ精神性や技術、 そ の 秘 密 を 画家 と し て

の 目 で探 る こ と で あ る が、 科学的な方法でそれを行 う こ と は、 時 と し て私達 に 新 た な 驚 き を も た ら す

事があ る 。 人 間 の 目 では捉え ら れ な い 姿 を 赤外線があ ら わ に し 、 X 線 の 照 射 に よ り 成分 の 分析 ま で し

て く れ る 。

そ の 一方で、 科学的な分析結果 に 引 き ず ら れて し ま う の も 大変危険であ る と も 言え る 。

本丸御殿の復元模写では、 蛍光 X 線 に よ り 顔料や金属箔の分析 を 行 っ たが、 測定部位の位置決め が

難 し く 、 僅か に ずれ る だけで ま っ た く 異なる 結果が出 る 。 調査部分の表面 に は長年 に 亘 り 、 素材以外

の物質が付着 し て い て、 それが有 り 得な い デー タ ー と し て現れ る 場合 も あ る 。 現段階 に お い て、 非破

壊 で の 科学的調査 の 難 し さ を感 じ た。 ま た、 焼失蘭 の復元 に お い て はCG を活用 し 、 色彩 の復元 も 試

み て き たが、 こ れ も あ く ま で復元模写の為の ひ と つ の 資料 と し て利用 し て き た も の で あ る 。

し か し 、 模写、 特 に復元模写 に お い て は、 最新の科学を 取 り 込む こ と に よ っ て、 よ り 確か な材質調

査が出来る こ と は事実であ り 、 それ を活用 し て い く こ と は、 こ れか ら も 大 い に 発展、 進歩 し て い く も

の と 考え ら れる が、 それは本来の 目 的で あ っ た画家個人の修行 と し て の 『模写」 と い う 意味合 い か ら 、

文化財の保存 の た め の 「模写J と い う 社会的な役割の部分が大 き く ク ロ ー ズア ッ プ さ れ る こ と に な る

と 思 わ れ る 。
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